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令
和
三
年
三
月
か
ら
あ
き
る
台

病
院
に
勤
務
し
て
い
る
坂
本
と
申

し
ま
す
。

　

主
に
一
般
内
科
の
外
来
診
療
と

病
棟
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

の
診
察
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

岡
山
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
は
内

科
研
修
を
経
て
同
大
学
院
で
免
疫

分
野
の
研
究
に
努
め
、
筑
波
大
学

へ
の
国
内
留
学
の
後
に
、
病
院
で

一
般
内
科
の
診
療
に
数
年
間
従
事

し
ま
し
た
。
そ
の
後
渡
米
し
、
米

国
食
品
医
薬
品
局
（
F
D
A
）
と

い
う
政
府
機
関
で
、
米
国
内
に
流

通
す
る
医
薬
品
や
治
験
の
審
査
及

び
医
学
研
究
に
約
十
年
間
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
P
M
D

A
）
や
厚
生
労
働
省
で
、
日
本
国

内
に
流
通
す
る
医
薬
品
の
承
認
審

査
や
治
験
の
審
査
に
携
わ
り
ま
し

た
。
世
界
や
国
全
体
に
向
け
た
研

究
や
行
政
と
、
地
域
に
対
し
て
の

医
療
現
場
を
行
き
来
す
る
中
で
、

医
師
と
し
て
臨
床
の
現
場
に
直
接

携
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
、
数
年
前
か
ら
立
川
市
内
の

病
院
で
一
般
内
科
診
療
と
救
急
医

療
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

  

近
年
、
地
球
規
模
で
人
や
モ
ノ

の
動
き
が
一
体
化
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
急
速
に

世
界
に
広
が
っ
た
の
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
原

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
信
関
連
の
技
術
革
新
は
め
ざ
ま

し
く
、
世
界
の
医
療
情
報
が
伝
わ

る
ス
ピ
ー
ド
も
非
常
に
速
く
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
で
発
表
さ
れ
た
内
容

が
、
数
時
間
後
に
は
日
本
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
他
国
の
製
薬
企
業

が
開
発
し
た
ワ
ク
チ
ン
関
連
の
情

報
も
日
本
国
内
で
す
ぐ
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

  

一
方
で
時
間
が
経
過
し
て
も
変

わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

か
ら
百
年
ほ
ど
前
の
大
正
時
代
に

流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
）
で
は
約
三
十
八
万

人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
の
新
聞
報
道
で
は 

“
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
・
う
が

い
の
奨
励
、
人
と
の
距
離
を
保
つ

こ
と
”
が
し
き
り
に
叫
ば
れ
、
国

と
各
地
域
の
自
治
体
が
連
携
し
住

民
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結

局
い
つ
の
時
代
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

の
上
で
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

  

医
師
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
得

た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、

あ
き
る
野
の
地
域
に
根
ざ
し
た
医

療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
診
療
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

あ
き
る
野

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
集
い
の
場
の
こ
と
で

す
。
認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
ご
高
齢
者

の
方
、
医
療
や
介
護
の
専
門
職
な

ど
が
自
由
に
参
加
し
、
世
話
話
や

相
談
な
ど
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

 

あ
き
る
野
市
高
齢
者
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あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

（グループホーム滝山）

あきる台クリニック
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あ
き
る
台
病
院 

医
師
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
師 

坂
本　

典
久　

　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

令
和
３
年
１
２
月
現
在
、
あ
き
る

台
病
院
で
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
」
を
外
来
に
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
外
来
受
付
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。



介 護 を 学 ぶ な ら

 介護職員初任者研修・介護職員実務者研修

あきる台病院  介 護 学 院

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　　　 □ お問い合わせ □
ＴＥＬ：０４２－５５０－６１０２

医療法人財団 暁 あ き る 台 病 院2021年（令和3年12月１日） 第36号

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

～震災に備えた防災対策の取り組み～
      

  災害対策本部メンバー　看護師 高 水　幸 子

　平成23年　東日本大震災の時には、あきる野市でも震度3強の揺れを観測しました。私は、院

内にいましたが、建物全体が大きく揺れ、恐怖を感じたことを覚えています。幸い物の崩落等は

なく、被害はありませんでしたが、慌ててしまい、適切な行動がとれなかったという職員からの

後日談も少なからず聞きました。

　平成28年には、熊本地震が発生。ＴＶ等を通じて、現状を知りました。災害はいつやってくる

か分かりません。災害発生時の対処能力を高めるには、災害を想定した事前準備や訓練が重要で

あることを再認識しました。　

　今回、あきる台病院災害対策本部の取り組みについて紹介させて頂きます。平成29年、　災害

時に迅速に対応できるよう、災害対策本部のメンバー構成を行いました。最初に行ったのが、本

部メンバーの教育です。施設管理部　浦野氏から、病院施設の構造、避難経路や電気が止まった

際の自家発電装置の供給、自家発電のための燃料の供給、受水槽、雑用水道、下水の活用方法の

説明を受けました。栄養管理部　須崎氏からは、食料飲料水、食料の備蓄場所に関して、薬剤部

斉藤氏からは、医薬品確保の説明を受け、各メンバーが理解を深めていくところから始めました。

また、軽症者、重傷者に対する救命処置実施方法。避難場所の確認。帰宅困難になった際の休憩

スペースの確保。各部署への災害対策用物品の配置。トリアージタグについての教育等も行いま

した。

　災害発生時には、建物の被害も想定されるので建物被害状況の確認、各部署からの報告をシー

ト上に分かりやすく集計し、的確に診療提供能力を把握することができるようにしました。同時

に重傷者、軽症者の状況確認、治療、処置の指示、帰宅困難者への対応、食事の提供、他院への

搬送連携、職員勤務状況の確認など災害対策本部メンバーが担当する業務を明確化し、迅速に対

応できるようにしました。

　年1回の大規模災害訓練は、震度5以上の地震が発生したと仮定し、職員が患者役、利用者役、

受診者役になり、重傷者、軽症者を設定し、訓練を実施しています。院内放送や災害対策本部の

立ち上げ、立案した災害対策を実際に行ってみることで、役割の確認や見直しを行っています。

このように、日頃から備えや訓練を重ねていたとしても、いざ災害に直面した際には、自身の役

割を確実に果たすことは難しいかもしれません。だからこそ、災害発生時に、冷静に対応できる

よう、定期的に職員に周知を図り、意識して行動ができるよう、働きかけを行っていくことが重

要であると思っています。

　職員の安全確保、入院患者様、外来患者様、ディサービスやリハビリテーションに通う利用者

様、健康診断をうける受診者様の命を守り、医療機関として医療を提供するといった機能を継続

できるよう努めていきたいと思います。


